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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和1年5月16日(2019.5.16)

【公表番号】特表2018-512511(P2018-512511A)
【公表日】平成30年5月17日(2018.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2018-018
【出願番号】特願2017-553120(P2017-553120)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  22/83     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  22/12     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  22/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ   22/83     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   22/12     　　　　
   Ｃ２３Ｃ   22/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月5日(2019.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　比較例６
　溶融亜鉛めっき鋼（ＥＡ）から製造された試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌ
の亜硝酸塩）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ（Ｐ２Ｏ５とし
て計算して）１３．５ｇ／ｌのＰＯ４

３－、３ｇ／ｌのＮＯ３
－および１ｇ／ｌのニッケ

ルを含有するリン酸塩処理用溶液を使用して５３℃で被覆した。続いて、このようにして
被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－を
含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　比較例７
　比較例６のように、試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌの亜硝酸塩）により促
進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ、（Ｐ２Ｏ５として計算して）１７ｇ
／ｌのＰＯ４

３－および０．５ｇ／ｌのＮＯ３
－を含有するニッケル不含のリン酸塩処理

用溶液を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを
、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリ
ブデンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１１４】
　実施例４
　比較例６のように、試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌの亜硝酸塩）により促
進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算して）１
７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も不含のリン酸塩処理用溶液を使用し
て３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして
計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデンイオンを
含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　比較例８
　比較例６のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）によ
り促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ、（Ｐ２Ｏ５として計算して）１
７ｇ／ｌのＰＯ４

３－および０．５ｇ／ｌのＮＯ３
－を含有するニッケルを含有しないリ

ン酸塩処理用溶液を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験
プレートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ
／ｌのモリブデンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　実施例５
　比較例６のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）によ
り促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算して
）１７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶液
を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（Ｚ
ｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデン
イオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　比較例９
　溶融亜鉛めっき鋼（ＥＡ）から製造された試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌ
の亜硝酸塩）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ（Ｐ２Ｏ５とし
て計算して）１３．５ｇ／ｌのＰＯ４

３－、３ｇ／ｌのＮＯ３
－および１ｇ／ｌのニッケ

ルを含有するリン酸塩処理用溶液を使用して５３℃で被覆した。続いて、このようにして
被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－を
含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　実施例６
　比較例９のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）によ
り促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算して
）１７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶液
を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（Ｚ
ｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデン
イオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　比較例１０
　磨き鋼から製造された試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌの亜硝酸塩）により
促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ、（Ｐ２Ｏ５として計算して）１３
．５ｇ／ｌのＰＯ４

３－、３ｇ／ｌのＮＯ３
－および１ｇ／ｌのニッケルを含有するリン

酸塩処理用溶液を使用して５３℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プ
レートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－を含有するｐＨ約４
のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　実施例７
　比較例１０のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）に
より促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算し
て）１７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶
液を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（
Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデ
ンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　比較例１１
　電解亜鉛めっき鋼（ＺＥ）から製造された試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌ
の亜硝酸塩）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ、（Ｐ２Ｏ５と
して計算して）１３．５ｇ／ｌのＰＯ４

３－、３ｇ／ｌのＮＯ３
－および１ｇ／ｌのニッ

ケルを含有するリン酸塩処理用溶液を使用して５３℃で被覆した。続いて、このようにし
て被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－

を含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　実施例８
　比較例１１のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）に
より促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算し
て）１７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶
液を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（
Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデ
ンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　比較例１２
　溶融亜鉛めっき鋼（ＥＡ）から製造された試験プレートを、亜硝酸塩（約９０ｍｇ／ｌ
の亜硝酸塩）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎ（Ｐ２Ｏ５とし
て計算して）１３．５ｇ／ｌのＰＯ４

３－、３ｇ／ｌのＮＯ３
－および１ｇ／ｌのニッケ

ルを含有するリン酸塩処理用溶液を使用して５３℃で被覆した。続いて、このようにして
被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－を
含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　実施例９
　比較例１２のように、試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）に
より促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算し
て）１７ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶
液を使用して３５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（
Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデ
ンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　実施例１０
　比較例１２のように、試験プレートを、ペルオキシド（約５０ｍｇ／ｌのＨ２Ｏ２）に
より促進しながら、１．２ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ２Ｏ５として計算し
て）１３ｇ／ｌのＰＯ４

３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しないリン酸塩処理用溶
液を使用して４５℃で被覆した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（
Ｚｒとして計算して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデ
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ンイオンを含有するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　実施例１５
　溶融亜鉛めっき鋼（ＥＡ）から製造された試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ
／ｌのＨ２Ｏ２）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ

２Ｏ５として計算して）１７ｇ／ｌのＰＯ４
３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しな

いリン酸塩処理用溶液を使用して３５℃で被覆した。リン酸塩処理用溶液の酸価を、０．
０７に調節した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算
して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデンイオンを含有
するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　実施例１６
　溶融亜鉛めっき鋼（ＥＡ）から製造された試験プレートを、ペルオキシド（約８０ｍｇ
／ｌのＨ２Ｏ２）により促進しながら、１．１ｇ／ｌのＺｎ、１ｇ／ｌのＭｎおよび（Ｐ

２Ｏ５として計算して）１７ｇ／ｌのＰＯ４
３－を含有するニッケルも硝酸塩も含有しな

いリン酸塩処理用溶液を使用して３５℃で被覆した。リン酸塩処理用溶液の酸価を、０．
０５に調節した。続いて、このようにして被覆された試験プレートを、（Ｚｒとして計算
して）約１２０ｍｇ／ｌのＺｒＦ６

２－および２２０ｍｇ／ｌのモリブデンイオンを含有
するｐＨ約４のアフターリンス用溶液によって処理した。
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